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Unit 2: 入力，出力，関数 Skill Builder 2: ヘロンの公式

このレッスンでは，プログラムテンプレートを使って，値を

評価して返す関数を作成し，数学の演算子を調べます。

目標

 プログラムテンプレート(Type:)の使用

 ヘロンの公式の関数を作成

3辺の長さを与えられた三角形があります。面積は求められますか。

はい，ヘロンの公式を使っています。😊

このレッスンでは，3辺の長さを使って三角形の面積を決定する関数を作成

し，その関数を使うプログラムを作成します。

1. このプログラムは，前のプログラムと同様，sqrt()関数を必要とし

ます。今回は，プロジェクトに最も一般的に必要な関数をプリロー

ドする，Pythonテンプレートを使います。

Add Python > New (Pythonの追加>新規)を選択してPythonファイ

ルの名前を入力すると(名前は‘area’とします)，Name:の下にType:
というラベルのフィールドがあります。既定値は‘Blank Program
(空白プログラム)’です。右側のポップアップ矢印をクリックする

と，利用可能なプログラミングプロジェクトが表示されます(たく

さんあります)。

このプロジェクトでは，Type: Math Calculations(数学計算)を選択

してからOKをクリックまたはenterを押します。

Teacher Tip: テンプレートは，必要なモジュールと関数のほとんどを提供します

が，プロジェクトにない関数が必要な場合は，自由に追加できます。このシステムの

扱いにくい点の1つは，必要な機能がどのモジュールにあるかを知ることです。これ

には経験が必要です。このモジュール性は，Pythonの最大の資産の1つであり，軽

量，高速，効率性です。

2. Math Calculations(数学計算)テンプレートは，次のステートメン

トを提供します。

from math import *

つぎに，menu > Built-ins > Function(メニュー>組み込み>関数)
からdef function()ステートメントを選択します。
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3. Heronという名前の関数を作成します。三角形の3辺を表すa, b, cの
3つの引数を用意します。

ブロックのコードについては，次のステップをご覧ください。

Teacher Tip: 関数には多くの引数(または1つ)を含めることができ，Pythonでは，既

定値を引数に割り当てることができます。それはこのコースでは説明しません。

4. Heron’s Formula(ヘロンの公式)は，2ステップの計算です。

まず，周囲の長さsの半分を計算します。

s = (a + b + c) / 2
そして，面積は次のようになります。

area = sqrt(s*(s - a)*(s - b)*(s - c))
この関数ブロックの2つのステートメントがインデント(字下げ)さ
れていることに注意してください。

Teacher Tip: 関数ブロック全体が適切にインデントされていることを確認してくだ

さい。

5. returnステートメントを指定して関数を終了します

return area
これは，menu > Built-ins > Function(メニュー>組み込み>関数)に
あります。

数学同様，関数は引数を持ち，値を生成します。returnステートメ

ントは，値を使うメインプログラムに値を送信するため必要です。

重要：delまたはshift + tabを使って，挿入カーソルを新しい行の

先頭に戻します。分かりやすくするために，1行以上空けることも

できます。

Teacher Tip: プログラムの空白は，実行には影響を与えません。
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6. 最後に，次のステートメントを使ってメインプログラムを完成しま

す。

input()    (3辺a, b, cに3回)

print()    (面積をprint(プリント))

次のステップに進む前に，自分で書いてみましょう。

7. 3つのinput()ステートメントは，3辺の長さの入力を要求し，各辺

の長さを数値に変換して(文字式なので)，値を3つの変数x, y, zに格

納します。

x = float(input(“Enter first side: “))
他の2つはよく似ています。

print()ステートメントは，引数として3つの変数x, y, zを使い，関数

heronの値を出力します。

print(“Area = “ , heron(x,y,z))

Teacher Tip: 関数を定義する引数(a, b, c)とprintステートメントの関数呼び出しの実

際の引数(x, y, z)の違いを説明します。引数a, b, cは，関数呼び出しで使う変数から実

際の値を得るプレースホルダー(実際の内容を後から挿入するため，とりあえず仮に

確保した場所)です。

8. 3，4，5など，すでに面積が分かっている数を使ってプログラムを

テストします。面積が6であるのはなぜですか。他に，3つの辺が

与えられたとき，計算しやすい面積がありますか。

作業内容を保存することを忘れないでください。

Teacher Tip:面積を決定するテストのとき，直角三角形は簡単です。ピタゴラス数は

すべて良い例です。ピタゴラス数とは，直角三角形の3辺の長さとなるような3つの整

数の組のことです。(a, b, c)＝(3, 4, 5), (5, 12, 13), (7, 24, 25), (8, 15, 17),…


